
（1）令和 6年 9月 1日 第 35号

君
津
地
域
で
は
、
小
櫃
川
沿
い
の
水
田
地

帯
を
中
心
に
裏
作
野
菜
と
し
て
レ
タ
ス
が
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
木
更
津
市
、
君
津
市
、
袖

ケ
浦
市
は
冬
レ
タ
ス
の
指
定
産
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
富
津
市
の
天
羽
地
区
で
も

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
生
産
現
場
で
は
、
近
年
の
世
界
情

勢
や
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
異
常
気
象

等
に
よ
り
、
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
、
病
害

虫
の
多
発
生
な
ど
、
レ
タ
ス
を
安
定
生
産
す

る
う
え
で
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
業
事
務
所
で
は
、
よ
り
安
定

的
な
レ
タ
ス
生
産
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和

５
年
作
の
レ
タ
ス
に
お
い
て
、
生
産
者
や

等
と
連
携
し
、
農
薬
比
較
試
験
や
品
種
比

較
試
験
、
鶏
ふ
ん
堆
肥
を
用
い
た
施
肥
試
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

試
験
結
果
に
つ
い
て
は
、

と
連
携
し
、

栽
培
講
習
会
で
生
産
者
の
方
々
に
周
知
し
、

巡
回
指
導
等
を
通
じ
て
技
術
導
入
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

農
業
事
務
所
で
は
、
今
後
も
安
定
的
な
レ

タ
ス
生
産
に
資
す
る
試
験
を
実
施
し
て
い
く

と
と
も
に
、
研
修
会
等
を
通
じ
て
生
産
者
の

皆
様
に
様
々
な
情
報
提
供
を
行
い
、
レ
タ
ス

産
地
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
試

験
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
事
務
所

改
良
普
及
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
柴
田
・
鈴
木
）

品種比較試験の収穫物生産者と連携した施肥試験ほの設置

生産者と連携した農薬試験ほの設置

令和 6 年 9 月 1 日 普及だより きみつ 第 35 号（4） 

令
和
５
年
度
よ
り
、
食
料
・
農

林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続

性
の
両
立
を
実
現
す
る
た
め
の
法

律
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」

に
基
づ
く
認
定
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。

農
業
者
は
、
環
境
負
荷
の
低
減

に
取
り
組
む
５
年
間
の
環
境
負
荷

低
減
事
業
活
動
実
施
計
画
を
作
成

し
、
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●

認
定
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト

一

対
象
と
な
る
設
備
を
導
入
し

た
場
合
、
税
制
優
遇
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

二

日
本
政
策
金
融
公
庫
の

無
利
子
融
資
等
が
活
用
で
き

ま
す
。

三

様
々
な
国
庫
補
助
金
の
採
択

で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

●

環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の

一
例

一

土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
・

化
学
農
薬
の
使
用
低
減
の

一
体
的
取
組

二

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の

削
減

水
田
作
で
の
秋
耕
、
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
、
省
エ

ネ
機
械
の
導
入
等

三

そ
の
他

バ
イ
オ
炭
の
農
地

へ
の
施
用
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
材
の
排
出
・
流
出
の
抑
制

等

●

申
請
手
続
き

実
施
計
画
及
び
認
定
申
請
書
を

作
成
し
、
農
業
事
務
所
企
画
振
興

課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
農
業
事
務
所
で
の
配
布
又
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。
※
土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
・

化
学
農
薬
の
使
用
低
減
に
取
り

組
む
場
合
、
取
組
ほ
場
の
「
土
壌

診
断
結
果
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

生
産
者
団
体
等
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
申
請
も
可
能
の
ほ
か
、
既
に
環

境
負
荷
低
減
事
業
活
動
を
実
施
し

て
い
る
方
も
認
定
対
象
と
な
り
ま

す
。
計
画
書
の
作
成
方
法
等
で

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
農
業
事
務

所
企
画
振
興
課
に
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
田
村
）

千
葉
県
農
業
士
協
会
君
津
支
部

で
は
、
令
和
５
年

月

日
か

ら

日
の
２
日
間
、
県
外
視
察
研

修
と
し
て
岡
山
県
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
１
日
目
は
、
令
和
４
年
に

日
本
農
業
賞
集
団
組
織
の
部
の
大

賞
に
選
出
さ
れ
た
倉
敷
市
の
ぶ
ど

う
部
会
を
視
察
し
、
高
品
質
生
産

の
工
夫
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。
各
部
会
員
の
栽
培
面
積
は

約

、
労
働
力
３
名
程
度
の

家
族
経
営
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

周
辺
農
家
と
協
力
し
て
ハ
ウ
ス
施

工
す
る
こ
と
で
経
費
を
抑
え
た

り
、
ブ
ド
ウ
専
用
の
揚
水
機
を
整

備
し
て
干
ば
つ
を
回
避
し
た
り
な

ど
、
部
会
内
で
協
力
す
る
こ
と
で

産
地
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
ス
マ
ー
ト
農
業
を
先

進
的
に
導
入
し
て
い
る
赤
磐
市
の

大
規
模
水
稲
経
営
体
を
視
察
し
、

導
入
成
果
を
伺
い
ま
し
た
。
自
動

操
舵
ト
ラ
ク
タ
や
ほ
場
管
理
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
作
業
の
効

率
化
や
ほ
場
ご
と
に
米
の
ラ
ン
ク

付
け
を
行
い
、
用
途
に
応
じ
て
販

売
先
を
分
け
る
こ
と
で
販
売
価
格

の
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。

視
察
研
修
に
参
加
し
た
農
業
士

会
員
か
ら
は
、
「
他
地
域
の
知
ら

な
か
っ
た
工
夫
や
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
自
分
の
経
営
に
活

か
せ
る
部
分
を
参
考
に
し
、
自
分

の
経
営
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
。
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
千
葉
県
農
業

士
協
会
君
津
支
部
で
は
、
会
員
の

経
営
・
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
富
澤
）

本
県
農
業
の
担
い
手
及
び
指
導

者
を
目
指
す
入
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
人
員

農
学
科

名
、

研
究
科

名
（
推
薦
入
学
で

募
集
す
る
者
を
含
む
）

▼
試
験
期
日

【
推
薦
入
学
】

令
和
６
年

月

日
（
木
）

【
一
般
入
学
】

Ａ
日
程

令
和

年

月

日
（
木
）

Ｂ
日
程

令
和
７
年
２
月

日
（
木
）

▼
願
書
受
付

【
推
薦
入
学
】
令
和
６
年
９
月

日
（
金
）
～

９
月

日
（
金
）

【
一
般
入
学
】

Ａ
日
程

令
和
６
年

月
２
日

（
月
）
～

月

日
（
金
）

Ｂ
日
程

令
和
７
年
１
月

日

（
月
）
～
１
月

日
（
金
）

▼
試
験
会
場

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

▼
問
合
せ
先

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

（
０
４
７
５
（５２）
５
１
２
１
）

視察研修の様子

レ
タ
ス
の
安
定
生
産
に
向
け
た
試
験
の
実
施

～
歴
史
あ
る
レ
タ
ス
産
地
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
～

～
歴
史
あ
る
レ
タ
ス
産
地
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
～

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に

取
り
組
ん
で
み
ど
り
認
定
を

取
り
組
ん
で
み
ど
り
認
定
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。  

千
葉
県
農
業
士
協
会

�

君
津
支
部
活
動
報
告

　��

～
県
外
視
察
in
岡
山
～

千
葉
県
立
農
業
大
学
校 

令
和
７
年
度
入
学
生
の
募
集 

普及だより
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令和 6 年 9 月 1 日 普及だより きみつ 第 35 号（2） 
 【【

背背
景景
及及
びび
目目
的的
】】

君
津
地
域
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
主
に
加
工
業
務

向
け
に
、

月
か
ら
６
月
ま
で
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。

２
月
ど
り
の
作
型
で
は
、
寒
さ
に
よ
る

障
害
と
し
て
、
凍
結
に
よ
る
内
部
黒
変
症

状
や
、
外
葉
の
腐
敗
等
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
２
月
ど
り
キ
ャ
ベ
ツ

に
適
す
る
品
種
選
定
の
た
め
、
品
種
比
較

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

【【
試試
験験
のの
概概
要要
とと
結結
果果
】】

地
域
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種

を
慣
行
品
種
と
し
、
生
産
者
及
び
関
係
機

関
と
協
議
の
上
、
５
つ
の
品
種
を
試
験
品

種
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。
試
験
ほ
場
は
、

袖
ケ
浦
市
２
か
所
及
び
君
津
市
１
か
所
に

設
置
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
品
種
に
お
い
て
、
発
芽
調

査
、
定
植
後
の
生
育
調
査
及
び
収
穫
物
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
物
は
、

き
み

つ
平
川
経
済
セ
ン
タ
ー
で
展
示
を
行
い
、

生
産
者
及
び
関
係
機
関
を
参
集
し
て
活
発

な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
販
売
業

者
か
ら
は
、
展
示
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
品
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
産
者
及
び
関
係
機
関
の
評
価
や
調
査

結
果
か
ら
、
２
月
ど
り
キ
ャ
ベ
ツ
に
適
す

る
有
望
品
種
を
複
数
選
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
単
年
度
の
み
の
試

験
で
は
、
品
種
の
特
徴
を
つ
か
む
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
選
定
し
た
品
種
に
つ
い
て

今
年
度
も
引
き
続
き
調
査
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

（
神
子
島
）

昨
今
、
農
作
業
の
省
力
化
や
効
率
化
、

ま
た
精
度
の
向
上
と
い
っ
た
観
点
か
ら
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
技
術
の
一
つ
で
あ
る
自

動
操
舵
シ
ス
テ
ム
は
、
複
数
の
衛
星
や
基

地
局
か
ら
位
置
情
報
を
受
信
し
、
地
形
に

合
わ
せ
て
自
動
操
縦
を
行
う
も
の
で
、
田

植
え
作
業
に
お
い
て
も
、
負
担
軽
減
や
、

農
作
業
経
験
に
関
わ
ら
ず
正
確
な
作
業
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
、
シ
ス
テ
ム
搭
載
田
植

機
を
導
入
す
る
か
、
既
存
の
田
植
機
に

専
用
受
信
機
、
ハ
ン
ド
ル
や
モ
ニ
タ
ー
を

外
付
け
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

後
者
で
あ
れ
ば
導
入
費
用
を
抑
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
君
津
地
域
で
も
導
入
を
検
討

す
る
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
農
業
事
務
所

で
は
販
売
メ
ー
カ
ー
や
生
産
者
と
協
力
し
、

令
和
６
年
５
月
２
日
に
袖
ケ
浦
市
内
に
て

外
付
け
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
実
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
コ
ス
ト
、
機

能
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
シ
ス
テ
ム
を

外
付
け
し
た
田
植
機
に
て
実
際
に
田
植
え

を
行
い
、
そ
の
様
子
を
参
加
者
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
生
産
者

か
ら
は
、「
作
業
負
担
が
明
ら
か
に
軽
減
し

た
。
」
、「
周
囲
を
確
認
し
な
が
ら
田
植
え
が

で
き
、
作
業
が
早
く
な
っ
た
。」
と
い
っ
た

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
現
場
で

は
、
参
加
者
か
ら
耐
久
性
や
機
能
性
に
関

す
る
質
問
も
上
が
り
、
活
発
な
情
報
交
換

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
事
務
所
で
は
、
今
後
と
も
、
地
域

の
声
も
鑑
み
な
が
ら
、
実
演
会
等
を
通
じ

て
生
産
者
に
有
益
と
な
る
よ
う
な
技
術
の

紹
介
を
行
い
、
そ
の
導
入
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

（
鈴
木
）

キャベツ展示会の様子

システムを利用した田植えの様子

令和 6 年 9 月 1 日 普及だより きみつ 第 35 号（3） 
【【
枝枝
物物
栽栽
培培
のの
魅魅
力力
】】

枝
物
栽
培
は
、
露
地
栽
培
が
可
能
な
の

で
、
耕
作
放
棄
地
等
の
空
い
て
い
る
土
地

を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

全
国
的
に
枝
物
生
産
者
が
減
少
し
て
い

ま
し
た
が
、
東
京
市
場
の
需
要
が
あ
り
新

規
生
産
者
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

【【
主主
なな
栽栽
培培
管管
理理
】】

初
め
は
苗
を
購
入
す
る
の
が
一
般
的
で
、

春
先
に
定
植
し
、
支
柱
で
の
固
定
、
施
肥
、

病
害
虫
の
防
除
、
定
植
後
と
夏
季
に
日
照

り
が
続
く
場
合
の
か
ん
水
、
主
幹
の
せ
ん

定
（
台
刈
り
）、
草
刈
り
等
の
管
理
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

【【
ほほ
場場
選選
定定
】】

排
水
性
と
保
水
性
が
よ
く
、
朝
日
が
差

し
込
む
、
日
当
た
り
の
よ
い
ほ
場
を
選
定

し
ま
し
ょ
う
。
成
木
に
な
る
と
倒
れ
や
す

い
た
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
防
風
ネ
ッ
ト

を
張
る
こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。
ほ
場
を

分
散
さ
せ
て
、
育
ち
が
よ
い
樹
を
残
す
こ

と
も
有
効
で
す
。

【【
導導
入入
のの
注注
意意
点点
】】

ほ
場
と
相
性
が
悪
い
（
排
水
性
や
通
風

性
、
日
当
た
り
等
）
と
生
育
不
良
や
枯
れ

が
発
生
し
ま
す
。
台
風
に
よ
る
風
害
や
塩

害
、
寒
害
（
生
育
限
界
が
マ
イ
ナ
ス
５
度
）
、

夏
季
の
日
照
り
に
よ
る
干
害
、
そ
の
他
病

害
虫
等
の
被
害
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア

カ
シ
ア
や
ユ
ー
カ
リ
は
生
育
が
早
い
た
め
、

き
ち
ん
と
主
幹
の
せ
ん
定
を
し
な
い
と
樹

が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
作
業
性
が
悪
く
な

っ
た
り
、
強
風
で
倒
れ
や
す
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

詳
し
い
栽
培
方
法
を
知
り
た
い
場
合
は
、

農
業
事
務
所
改
良
普
及
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。（
後
藤
）

君
津
地
域
で
は
、
古
く
か
ら
水
稲
裏
作

で
の
レ
タ
ス
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

レ
タ
ス
価
格
の
低
迷
等
に
よ
り
、
レ
タ
ス

生
産
者
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
当
事
務
所
で
は
、
関
係
機
関
や

生
産
部
会
等
が
連
携
し
て
生
産
者
の
育

成
・
確
保
に
取
り
組
む
事
例
を
学
び
、
君

津
地
域
の
対
策
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
令
和
６
年
１
月

日
に
、

視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
視
察
研

修
会
で
は
、
茨
城
県
石
岡
市
の

や
さ
と

を
訪
問
し
、
君
津
地
域
の
レ
タ
ス
生
産
者
、

市
役
所
、

が
参
加
し
ま
し
た
。

や
さ
と
地
域
で
は
、
か
ね
て
か
ら
有
機

農
産
物
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
お
り
、
年
々

減
少
し
て
い
く
生
産
者
の
確
保
・
育
成
を

目
的
と
し
て
、
平
成

年
に
新
規
就
農
者

研
修
制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
本
制
度

で
は
、
毎
年
、
概
ね

歳
ま
で
の
研
修
生

１
家
族
を
、
２

の
有
機

認
定
ほ
場

や
ト
ラ
ク
タ
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
施

設
を
完
備
し
た
研
修
農
場
「
ゆ
め
フ
ァ
ー

ム
や
さ
と
」
で
２
年
間
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
栽
培
指
導
や
研
修
終
了
後
の

農
地
の
確
保
支
援
を
先
輩
部
会
員
が
、
研

修
期
間
中
の
就
農
支
援
金
の
支
給
や
販
路

の
確
保
を

や
さ
と
が
、
住
居
や
各
種
事

業
の
情
報
提
供
を
市
や
普
及
セ
ン
タ
ー
が

担
い
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
担
い
手
を
支

援
す
る
こ
と
で
、
就
農
後
の
定
着
率
も
高

く
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

視
察
研
修
会
の
参
加
者
か
ら
は
、「
新
規

就
農
者
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
産
地
の

や
、
他
産
地
と
の
差
別
化
が
必
要
。
」

と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
業
事
務
所
で
は
、
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
、
レ
タ
ス
は
も
と
よ
り
地
域
農

業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
取

組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
柴
田
）研修修了者の感想を聞く様子

ユーカリの葉 ギンヨウアカシアの花

２
月
ど
り
キ
ャ
ベ
ツ
の
品
種
比
較

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
！

　
～
加
工
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
の

　
　
　
　
　
　
安
定
出
荷
に
向
け
て
～

田
植
機
の
外
付
け
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム

実
演
会
を
行
い
ま
し
た
！ 

空
い
て
い
る
土
地
で
枝
物
栽
培
に

空
い
て
い
る
土
地
で
枝
物
栽
培
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
～
ア
カ
シ
ア
、
ユ
ー
カ
リ
栽
培
の

　
～
ア
カ
シ
ア
、
ユ
ー
カ
リ
栽
培
の

  

ス
ス
メ
～

ス
ス
メ
～

レ
タ
ス
の
産
地
維
持
に
向
け
た

視
察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

　
～
JA
や
さ
と
の
取
組
を
視
察
～


